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システムOAの導入事例
一日立製作所ソフトウェアエ場EDP部門での事例一
ExamplesofSYStemizedOAlntroduction

---+lnExampleOfferedbYtheEDPSection′SoftwareWorks･Hitachi･Ltd･-

1980年代に入り,OAは個人依存のスタンドアロン形から始まった｡しかし,

それなりのOA化効果は上がったものの,基幹情報を有効活用するのは困難であ

った｡

そこで,ホストコンピュータを利用したEDP(ElectronicDataProcessing)

業務とワークステーションを利用したOAとを統合し,ホストコンピュータで管

理する基幹情報を有効活用できる新しい企業情報システムが必要となった｡日

立製作所は,この企業情報システムを実現するためにシステムOA対応製品を提

供している｡

日立製作所ソフトウェア工場では,社内ユーザーとして使い勝手のフィード

バックもねらいに含め,システムOA対応製品の日常業務利用を拡大中である｡

本稿では,日立製作所ソフトウェア工場のシステムOA導入に伴う環境設定･運

用管理上の工夫点を中心にユーザーの立場で紹介する｡

n 緒 言1)

日立製作所ソフトウェア工場では,従来推進してきたスタ

ンドアロンOAに代え,昭和62年9月にシステムOAを導入し,

その適用を拡大中である｡システムOAは,オフィス業務の個々

の合理化だけでなく,企業情報処理システムの統合化をねら

いとするものである｡すなわち,従来の部門ごとに閉じたOA

とは異なり,ホストコンピュータを核とした統制のとれた企

業情報システムの構築が,システムOAによって可能になった

と言える｡

従来,OAは少数の熱心なエンドユーザーが手作りで作り上

げるものが多かった｡このためOAの運用および管理が個人に

依存しているケースも多く,特定個人のローテーションなど

で手作業に逆行してしまうこともあった｡また,個々に情報の

再入力をした-)ローカルなデータの管理が発生していた｡

これに対しシステムOAは,部門間で共通のデータ,文書,

表,図およびグラフを共有し,マンマシンインタフェースの

良いワークステーションで業務を遂行できることに特徴があ

る｡また,運用および管理をEDP業務と絡めてホストコンピ

ュータで実施できる｡そのため,部門間に均等のサービスを

同一のマンマシンインタフェースで容易に実現することがで

きる｡このシステムOAの実現のためには,ホストコンピュー

タとワークステーションの運用および管理が,一つの大きな
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成功の鍵(かぎ)となる｡

本稿では,運用および管理面に着目して,日立製作所ソフ

トウェア工場でのシステムOA導入の事例および運用ノウハウ

について述べる｡

田 システムOAの考え方2)

システムOAを導入するに当たり,EDP業務との関連,OA

化の範囲および進め方について,図lに示す考え方を定めた｡

EDP業務では,生産管理,顧客情報管理データほか約20ギガ

バイトのデータを保有し日々処理している｡これらは主にオ

ンラインでデータ処理されており,おのおの特定部門に対し

てライン業務をサポートする形で実現しているものが多い｡

システムOAは,EDP業務で収集および維持されている膨大

なデータを活用して,広域的なスタッフ業務にまで適用範囲

を拡大するものである｡ホストコンピュータには基幹データ

ベースのほかに,柔軟な運用ができるRDB(RelationalData

Base)によるOAデータベースを置くことにした｡OAデータベ

ースとは,基幹データベースをサマリー化し,エンドユーザ

ーが編集および活用しやすいデータベースのことである｡あ

わせて情報公開制度を制定し,ホストコンピュータ上のデー

タ提供のルール化を図った｡
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図lシステムOAの考え方 システムOAは,巨DP業務と密着Lて広域的なスタッフ業務にまで適用を拡大できる｡

また,部門間共通のフォーマット用紙や必要なときに引き

出せればよい他工場の地図,演算式を入れたスプレッドシー

トをホストコンピュータの電子キャビネットに格納すること

にした｡

さらに,アウトプットであるレポート類は電子キャビネッ

ト,電子掲示板,電子メールによってソフトウェア工場ばか

りでなく広く他事業所でも使用可能とした｡

田 サービスメニュー

図2は,クリエイティブワークステーション2050(以下,2050

と略す｡)でサービスしているメニューの一部を,アイコンと

画面サンプルで示す｡

システムOAの特徴として業務を連想させるアイコンを利用

者に提供できる点が挙げられる｡利用者は2050の画面に表示

されているアイコンをマウスで操作することによって,ホス

ト処理,スタンドアロン処理を意識せずに2050と対話しつつ

すべての業務を遂行できる｡このため,ふだん操作に不慣れ

な管理者層でも容易に使用できるものとなっている｡

また,トノブダウンの方向で工場幹部を含め2050の導入お

よぴサービスの充実を図っている｡このトップダウンのサー

ビス拡大は,幹部が情報を絶えず利用するため,継続的な情

報提供が定着しやすいといった利点もある｡

システムOAのサービスの基本は,2050上のマルチメディア
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文書をネットワークを介して交換したりホストコンピュータ

上に蓄積することである｡

電子メールは一般利用者の情報収集業務や多忙で不在がち

な幹部,事務局などに有効利用できるサービスである｡操作

は簡単であり,受発信箱をマウスで選択すると図2のとおり

メールの状態を含め一覧表示することもできる｡現在,会議

開催通知などで定常的に利用されている｡また,電子掲示板

は図書室の図書新着案内や社員食堂の献立などの一般的なお

知らせの掲示に用いている｡

サービス内容として特に力を入れているのは,電子キャビ

ネットを利用したサービスである｡これは各部門に設置して

いる2050で同じ情報を共有できる｡さらに,この情報はホス

トコンピュータで一元管理できるためOAに有効な手法である｡

これを応用した幹部手帳は,幹部必携の企業情報などをコン

パクトにまとめたものである｡2050のプリンタで印刷し,切

り抜いて穿孔するとシステム手帳用の用紙となる｡したがっ

て,最新の情報を随時自分のファイルとして持つことができ

る｡

事業所地図案内は各事業所の地図をイメージデータとして

掲載するものであり,急な出張の際などに好評なサービスで

ある｡

住宅融資相談はエキスパートシステムを応用したものであ

り,従来は融資関係の専門家が行っていた融資の診断を対話
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回線トレース採取法 [加納] 2.9 9:51不要
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図2 サービスメニュー表示例 ホストコンピュータで一元管理されている情報を,マウスの操作によってホスト処王里,

スタンドアロン処王里を意識せず簡単に使用できる｡

形式で行うものである｡このエキスパートシステムはホスト

コンピュータのデータを有効活用する形で,今後のシステム

OAサービスの一環としてメニューを拡大してい〈予定である｡

巴 システムOAの運用

システムOAは,従来のEDP業務と密接な関連がある｡この

ため,従来のEDP業務を担当するホストコンピュータと,シ

ステムOAとして人に接する2050は,一元的に運用されなけれ

ばならない｡このため,ホストコンピュータの入り口ともい

える2050を含む総合的なセキュリティ対策およびすべての2050

に共通な環境設定,定義情報の管理が運用のポイントである｡

なお,次に述べる運用環境を作成するに当たっては,製品
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(ホストコンピュータ,2050とも)の機能を活用し,ユーザー

アプリケーションプログラムについては製品問のつなぎなど

に限定している｡これは,保守工数を削減しサービスを均等

化するためである｡

4.t セキュリティ対策

(1)ホストコンピュータ

工場幹部の情報も扱うため,アクセスコントロールは重要

である｡まずホストコンピュータには,職制に合わせた利用

者層をTRUSTE2(TotalResource and User C｡ntr｡1

Facility E2:絵合利用者管理機能)で設定した｡職制自体は

TRUSTE2の｢グノレープ+で表現し,ユーザーID(Identifier)

は部門単位にユニークに設定してある｡またパスワードにつ

いても,センタ側で乱数を用いて作成した単語列と数字を組

み合わせた文字列を付与して,情報の漏洩(えい)を防止して

いる｡

ユーザーの設定,電子メールのメ∵ルポックスの設嵐電

子キャビネット,データベースの作成およびアクセス許可は,

すべてセンタ側で集中管理している｡そのため,2050から自

由にホストコンピュータのリソースをアクセスしたF),変更

することはできない｡

(2)ワークステーション

各部門の2050には,一般の人が自由に使用できる標準利用

者(OFIS)の事務環境(以下,｢OFIS環境+と略す｡)がある｡ま

た,ホストコンピュータと同一のユーザーを登録した機密保

護重視の｢特定ユーザー環境+2種類を設定した｡

ホストコンピュータと同一のユーザー名称を持つ特定ユー

ザー環境は,対象2050を限定している｡また,システムOA

で利用対象としている2050上の｢利用者番号+も,各2050ご

とにユニークに設定しているため,特定ユーザー環境で作成

したフロッピーディスクを別の2050へ持ち込んでも使用でき

ない｡したがって,複数の2050でフロッピーディスクのデー

タを共用したい場合は,OFIS環境で作成することになる｡

電子メールでも,一般の人が使用できるOFIS環境は｢部門

代表+をあて先とし,特定ユーザー環境は親展用の名称(例を

あげると｢総務部長+)というあて先にした｡

OFIS環境や特定ユーザー環境以外に2050には運用業務担当

者の事務環境として"root'',"DESK”が標準的に付加されて

いる｡この運用業務担当者の事務環境が与える権限は非常に

強いため,乱数を用いたパスワードを設定している｡したが

つて,"rOOt'',"DESK”はあらかじめ決められた運用業務担

当者(ホストコンピュータ側のセンタ管理者および各部門の運

用管理者)以外は操作できないようにした｡

これまで述べてきたセキュリティの概念を図3に示す｡

4.2 環境設定と定義情報の管理

各部門に設置している2050に対し,均等のサービスを同じ

マンマシンインタフェースで提供する｡このために,ソフト
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ウェアのバージョン管理ばかりでなく,アイコンの表示,ユ

ーザー外字,保守用ツール群,起動方法などの共通な環境設

定とその定義情報の管理が必要となる｡環境設定と定義情報

の管理を図4に示す｡

(1)定義情報

ワークステーションに搭載する製品ソフトウェアは,バー

ジョンを統一するためにホストコンピュータで集中管理し,

PPDL-EV(ProgramProductDownloader-EV:PP転送管

理機能)によって,2050へ通信回線を用いて配布および組み込

みを行っている｡セットアップや保守時に使うハードウェア

の構成情報は,管理台帳化して電子キャビネットに登録した｡

定義情報のうち利用者が使用するものについては,一覧表と

して電子キャビネット上に登録してある｡例えば,メールの

あて先や2050設置場所の地図は,この中の文書の一つとして

登録されている｡また,運用マニュアル自体も電子キャビネ

ットに登録されており,利用者は自由に参照できる｡

(2)環境設定情報

環境設定情報は,新規導入時にフロッピーディスクですべ

ての2050上に同一の情報を組み込んでいる｡これは過去ワー

ドプロセッサで外字をローカルに作成し,ワードプロセッサ

問でデータの互換が困難であった反省に基づくものである｡

現在は,ホストコンピュータのユーザー外字を2050の共通ユ

ーザー外字として登録している｡その他,アイコン辞書で作

成した共通アイコン集などをそろえている｡また,保守用ツ

ールとしてニーズの高いバックアップ,メディアの変換を中

心として取りそろえている｡

(3)ホストコンピュータ側の自動化

毎日,ホストコンピュータ上の対ワークステーション用の

プログラムの起動,停止は自動化している｡また,電子キャ

ビネットおよびメールボックスのバックアップ,不要メール

の削除も運用時間(午前9時から午後11時30分まで)終了後自

動的に実行している｡

8 今後の計画

システムOAをよりよく使うために,図5に示す施策を展開

していく計画である｡まず利用者の裾(すそ)野を広げるため,

3年を目標に中間管理職層まで1人1台の割合で2050を設置

する｡一方では,｢システムOA利用技術+というコンピュー

タ教育講座を定期的に開講し,実習を含めた教育をきたる5

月から実施する予定である｡

またすべてのOA業務をサポートするため,部門間共通のサ

ービスメニューを徹底的に洗い出す｡また,EDP業務での基

幹情報をタイムリーにシステムOAへつなぐシステム開発がで

きるように,EDP部門内の教育も実施する｡

このような計画を強力に推進することで,充実したシステ

ムOAが構築できるものと考える｡
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図3 セキュリティ概念図 ホストコンピュータ上ではTRUST E2による利用者層の設定,

て,アクセスコントロールを実現している｡
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012 3 4 5 6 7 8 9

保守用ツール

echo処理を番号で選択Lて

echol.

echo 2‥

echo3‖

echo 4‖

echo 5‥

3.5FD to8FD

8FD to3.5FD

]NIX端末(パソコン

3.5FD to UNlX端末

3.5FD to3.5FD

echo
---1-一一--¶-一一---一一

｢

l

l

l

l

1

1

1

1

1

l

1

1

1

1

1

I

l

l
+

ワークステーションすべてに均等のサlビスを,同じマンマシンインタフェースで提供するため,環境設定と定義
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充実したシステムOA

∠) G
利用者の拡大 サービスメニューの拡充

∠プ △ △ △
2050設置増強 利用者教育の充実

共通業務メニューの

徹底Lた洗い出し

EDP処理のつなぎ
強化

図5 今後の計画 システムOAをよりよく使うため,利用者の拡大およぴサービスメニューの拡充を

進めてゆく｡

a 結 言

日立製作所ソフトウェア工場では,昭和61年から3か年計

画で第2期OAと称するOA化を推進してきた｡この中では,

基幹情報システムの構築,データベースの拡充,情報公開制

度の確立などと合わせて,システムOAを推進した｡

本稿では,実際に活用している事例の中から,システムOA

運用面および管理面の工夫を中心に述べた｡本稿がシステム

OAを導入する運用管理者の参考になれば幸いである｡
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